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あらまし：e ポートフォリオシステムにはリフレクションを促すシステムが必ずしも十分ではない．e ポ
ートフォリオシステムでリフレクションを行う機能の一つとしてコメント機能がある．ただコメント機能

によるリフレクションは活性化しにくいことがわかっている．そこでコメント機能の簡略版となる「いい

ねマーカ」を開発した．そのことにより,リフレクションの活性化を狙っている． 
キーワード：eポートフォリオ，リフレクション，モジュール開発 

 
 
1. はじめに 

1990年代から，メタ認知を促すとして注目された
ポートフォリオであるが，現在は場所をとらずに，

成果物がいつまでも保存できるなどの利点から，電

子化された eポートフォリオの導入が進んでいる． 
John Zubizarreta(1)(和訳,ゲーリー土持(2))では，ラ

ーニング(学習過程)・ポートフォリオ・モデルとし
て ， Reflection( 省 察 ) ・ Documentation( 資 料 ) ・
Collaboration(共同作業)の 3 つの要素を挙げている
(図 1)． 

 
図 1 ラーニング・ポートフォリオ・モデル 
(出典:ゲーリー土持(2)) 

「資料」では学生の学習過程を知るために，その過

程が分かる「資料」を提出させる．「共同作業」にお

いては，それらの「資料」を相互評価や，お互いに

協力して「資料」を作成させる．「省察」では，学生

が「資料」や「共同学習」を通じて自らの学習過程

を振り返ることである．3 つの要素内で１番重要な
のは，「省察」であるが，「省察」に至るまでには，

「資料」提出，「資料」の共同作成及び学習者同士で

相互評価する「共同作業」が重要だと考えられてい

る．相互評価をすることで他人の「資料」に意見し

客観的な視点を持つことや，自分の「資料」を他人

の意見を元に客観的に振り替えることで「省察」が

できると考えている． 
また Jenson ら(3)は Cycle of Documented Lifelong 
Learningとして Collection(収集)・Self-regulation(自己
調整 )・  Reflection(省察 )・ Integration(統合 )・
Collaboration(共同作業) があるとしている． 

 
図 2 Cycle of Documented Lifelong Learning 

５つの要素に順番があるわけではないが,成果物を
「収集」し,「自己調整」をする．そこで「省察」を
行い「統合」し「共同作業」することが必要な一連

のサイクルである．このサイクルを繰り返し行うこ

とが求められている．図 1,図 2 の要素を比べると 
「省察」と「共同作業」が出ていることからもわか
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る通り,ポートフォリオではこの二つは重要な要素
である．e ポートフォリオシステムではこれらの 2
つ要素を行うための機能が重要である． 
しかし，永田ら(4)の先行研究では，e ポートフォリ
オの「共同作業」を担う一つの機能であるコメント

機能の活用の少なさが課題とされており,これは学
生が他人の「資料」にコメントすることのハードル

の高さが原因と考えられる．この先行研究では,人を
介しての解決を提案しているが,本研究では，e ポー
トフォリオシステムに簡易的なコメント機能を搭載

することで，「共同作業」や「考察」に対するハード

ルを下げることを目的としている．  
 
2. システムの設計 
本研究のシステムは第 1章で述べた，「共同作業」

の一つである相互評価をシステムによって増やすこ

とを目的とする．そのために「いいねマーカ」を実

装をした． 
 

2.1 いいねマーカ 
「省察」を行うシステムとして，現在の e ポート

フォリオには，コメント機能等がある．しかしなが

ら，第 1章で述べたように，それだけでは十分でな
いことが明らかになっている．Facebookではユーザ
が投稿した記事に対してコメントによるフォードバ

ックができる．一方で「いいね!」ボタンを押して記
事の投稿者に対してポジティブなフィードバックを

返すこともできる．Facebookでは,その容易さからコ
メントによるフィードバックよりも「いいね!」ボタ
ンによるフィードバックのほうが多い．しかし,ポー
トフォリオでは,第 1章で述べたように「省察」が重
要である．ポートフォリオにおいて「いいね！」ボ

タンだけでは,ポジティブなフィードバックは受け
ることができるが,成果物の何が良かったのか「省察」
することは困難である． 
そこで,本研究では，その知見を活かし，「共同作業」
である相互評価を気軽にフィードバックを行うため

に図 2のような「いいねマーカ」を考案した．「いい
ねマーカ」はクリックしマーカ引くだけで良く，気

軽に使える．また，マーカに 2種類の色を設ける．
そのうちの 1 色は，ほめるための色であり，もう 1
色は，「資料」の修正点，見直すべき点を引くための

ものである．このことにより，「いいね」だけでは動

機づけで終わってしまう可能性が高いと考えられる

が，「いいねマーカ」により文章効果を高め「共同作

業」になる．伊藤ら(5)が行った先行研究ではウエブ
ブラウザにマーカ等で自由に書き込める機能を搭載

し，web 教材に気軽に書き込めるようにしている．
この先行研究では本などに書き込むようにweb教材
に気軽に書き込めることで本をマーカや書き込みを

利用した時と同じような文章理解を高める効果があ

ったとしている． 

 
図 3 いいねマーカ簡略図 

 
3. 開発環境 
本研究では,モジュールを開発できることからオ

ープンソースである,mahara eportfolio systemを使用
した．ほかの環境は以下の通りである． 

OS           CentOS 5.10 
DB           MySQL  
Webサーバー  Apache 
開発言語     php 5.1 
 

4. 評価 
評価はまだ行っていないが,専門家に試用しても
らい，形成的評価を行うことで，本システムの有効

性を明らかにしたい． 
 

5. まとめ 
本研究では，「いいねマーカ」のモジュール開発を

した．e ポートフォリオシステムの「共同作業」の
一つである，コメント機能を気軽にできるようにす

る，そのことにより「省察」の簡略化を行うことで,
リフレクションの活性化がでたと考えている．本シ

ステムの評価は今後,専門家に形成的評価を行って
もらい,本システムの有効性を明らかにしたい． 
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